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 (別紙) 

第８４回国民体育大会及び第２９回全国障害者スポーツ大会の招致に関

する決議 

国民体育大会は、我が国最大のスポーツの祭典として、広く国民の間にスポーツを

普及し、国民の健康増進と体力の向上を図ることを目的として開催されており、併せ

て地方スポーツの振興と地方文化の発展に大きく寄与してきた。 

本県においては、昭和５７年に「このふれあいが未来をひらく」をスローガンに第

３７回国民体育大会「くにびき国体」を開催した。本県選手団の活躍や県民総参加で

大会を支えた誇りと自信は、明るく豊かな島根を築く原動力となり、その後の県勢発

展に大きな影響を与えた。 

国民体育大会及び全国障害者スポーツ大会を本県に招致することは、競技スポーツ

の振興はもとより、障がいの有無にかかわらず多くの県民がスポーツに親しみ、県民

の連帯感や郷土意識を醸成するとともに、スポーツの持つ力で地域の活性化を図り、

また、本県の持つ魅力を全国に発信するためにも、大いに意義のあるものである。 

よって、本県議会は、平成４１年の第８４回国民体育大会[本大会]（スポーツ基本

法の一部を改正する法律（平成３０年法律第５６号）の施行後の国民スポーツ大会）

及び第２９回全国障害者スポーツ大会を本県に招致することを強く要望する。 

以上、決議する。 

平成３０年 月  日 

                             島根県議会 


